
２学年職場体験 

 

２
年
Ｂ
組 

青
木 

若
菜 

 

私
が
一
番
印
象
に
残
っ
た
場
所
は
、「
ひ

め
ゆ
り
の
塔
」
で
す
。
沖
縄
戦
の
話
は
、

そ
れ
ま
で
に
も
テ
レ
ビ
な
ど
で
見
て
知
っ

て
い
ま
し
た
が
、
今
ま
で
は
「
遠
い
昔
の

遠
い
地
で
起
こ
っ
た
酷
い
出
来
事
だ
」
と

い
う
印
象
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
学
校
の
授
業
や
バ
ス
ガ
イ
ド
さ

ん
の
話
、
そ
し
て
実
際
に
「
ひ
め
ゆ
り
の

塔
」
に
行
っ
て
、「
決
し
て
遠
い
話
で
は
な 

い
ん
だ
」
と
い
う
こ
と
を
実
感
し 

ま
し
た
。
そ
し
て
、「
本
当
に
戦
争 

は
嫌
だ
な
」
と
思
い
ま
し
た
。 

バ
ス
ガ
イ
ド
さ
ん
の
話
で
、
エ 

イ
サ
ー
の
ル
ー
ツ
は
、
福
島
県
の 

お
坊
さ
ん
が
念
仏
踊
り
を
伝
え
た 

こ
と
が
始
ま
り
だ
と
知
っ
て
、
と 

て
も
驚
き
ま
し
た
。
バ
ス
の
中
で 

の
ガ
イ
ド
さ
ん
の
説
明
は
と
て
も 

勉
強
に
な
り
、
三
線
を
弾
き
な
が 

ら
沖
縄
の
歌
を
歌
っ
て
く
れ
た
り 

と
、
バ
ス
の
中
も
楽
し
く
、
本
当 

に
思
い
出
に
残
る
修
学
旅
行
で
し 

た
。 
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長沼高等学校 
Tel：67-2185 
Fax：67-2493 

２
年
Ｂ
組 

生
田
目 

未
怜 

（
医
療
法
人
平
心
会 

須
賀
川
病
院
） 

 

病
院
だ
け
で
な
く
、
介
護
老
人
施
設
で
も

見
学
や
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
大
変

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
体
験
学
習
を
通
し
て
、

看
護
師
さ
ん
は
、
患
者
さ
ん
を
身
体
的
に
も

精
神
的
に
も
支
え
、
生
活
面
で
も
快
適
に
過

ご
せ
る
よ
う
に
支
え
て
い
る
仕
事
だ
と
分
か

り
ま
し
た
。
ま
た
病
院
は
、
医
師
や
看
護
師

さ
ん
だ
け
で
は
な
く
、
色
々
な
職
種
の
方
が

患
者
さ
ん
と
関
わ
り
、
支
え
る
こ
と
で
病
院

が
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
ぞ

れ
の
仕
事
内
容
や
仕
事
の
大
変
さ
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
三
日
間
の
体
験
を
終
え

て
、
今
は
自
分
の
将
来
の
た
め
に
し
っ
か
り

勉
強
し
て
学
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
と
、
目

標
を
持
っ
て
生
活
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思

い
ま
し
た
。 

放射線量測定結果 11/16 校舎玄関前 0.132μSv/h 

 

仕
事
の
大
変
さ 

楽
し
さ
を
学
ぶ 

二
学
年
「職
場
体
験
学
習
」
を
終
え
て 

 

十
月
十
八
日
（
水
）
か
ら
二
十
日

（
金
）
ま
で
の
三
日
間
、
市
内
十
七

ヵ
所
の
事
業
所
に
お
い
て
、
二
年
生

が
「
職
場
体
験
学
習
」
を
行
い
、
多

く
の
こ
と
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。
お

世
話
に
な
っ
た
事
業
所
の
皆
様
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

以
下
は
生
徒
の
感
想
の
一
部
で
す
。 

２
年
Ａ
組 
秋
山 

宏
樹 

（
ス
カ
イ
フ
ィ
ル
ム
株
式
会
社
） 

最
初
は
不
安
で
し
た
が
、
職
場
の
方
や

先
輩
が
と
て
も
優
し
く
教
え
て
下
さ
っ

た
の
で
、
仕
事
を
し
て
い
る
時
間
が
楽
し

か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
サ
ン
プ
ル
を
作
っ

て
い
る
時
、
ず
れ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け

て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
ず
れ
て
し
ま

い
、
改
め
て
品
質
管
理
の
難
し
さ
と
大
切

さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
座
っ
て

い
る
時
間
も
少
し
あ
り
ま
し
た
が
、
立
っ

て
い
る
時
間
の
方
が
ず
っ
と
長
か
っ
た

の
で
、
や
は
り
仕
事
は
大
変
だ
な
と
思
い

ま
し
た
。
今
回
の
体
験
学
習
を
通
し
て
、

働
く
こ
と
の
大
変
さ
が
分
か
っ
た
だ
け

で
な
く
、
将
来
自
分
が
ど
ん
な
仕
事
に
就

き
た
い
か
、
考
え
る
良
い
き
っ
か
け
に
な

り
ま
し
た
。 

２
年
Ａ
組 

円
谷 

一
樹 

 

修
学
旅
行
で
感
じ
た
こ
と
は
、
ま
ず
現
地
の

人
々
の
優
し
さ
で
す
。
挨
拶
を
返
し
て
く
れ
た

り
、
優
し
く
教
え
て
く
れ
た
り
し
ま
し
た
。
現
地

の
人
は
笑
顔
で
元
気
よ
く
、
見
て
い
る
だ
け
で
元

気
を
も
ら
い
ま
し
た
。
特
に
「
エ
イ
サ
ー
・
シ
ョ

ー
」
は
感
激
し
ま
し
た
。
男
性
女
性
関
係
な
く
、

大
き
な
太
鼓
を
鳴
ら
し
な
が
ら
踊
る
姿
は
と
て

も
格
好
良
く
、
今
で
も
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。
ビ

ー
チ
・
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
で
は
、
な
ま
こ
、
ヒ
ト
デ
、

魚
な
ど
が
い
て
、
と
て
も
神
秘
的
な
所
も
あ
り
、

素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。
「
ひ
め
ゆ
り
の
塔
」
で

は
、
戦
争
中
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
女
子
学
生
の

顔
写
真
が
あ
り
、
最
初
に
感
じ
た
の
は
恐
ろ
し
さ

で
し
た
が
、
映
像
な
ど
を
見
て
い
く
に
つ
れ
、
心

が
痛
く
な
り
ま
し
た
。
戦
争
と
い
う
人
間
の
間
違

っ
た
行
動
に
よ
っ
て
、
幼
い
命
や
未
来
あ
る
子
ど

も
の
命
な
ど
を
奪
う
と
い
う
こ
と
は
、
二
度
と
繰

り
返
し
て
は
い
け
な
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。 

十
一
月
十
四
日
（
火
）
か
ら
十
七
日
（
金
）
ま
で
、
二
年
生
は
沖

縄
方
面
へ
三
泊
四
日
の
修
学
旅
行
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
沖
縄
の
自

然
や
文
化
・
歴
史
に
触
れ
、
第
二
次
大
戦
の
戦
跡
を
訪
れ
、
米
軍
基

地
問
題
を
垣
間
見
て
、
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
感
じ
て
帰
っ
て
き
ま

し
た
。 

●
第
一
日 

郡
山
駅
・
学
校
・
須
賀
川
ア
リ
ー
ナ
集
合
→
羽
田
空
港 

→
那
覇
空
港
→
首
里
城
→
那
覇
泊 

●
第
二
日 

ひ
め
ゆ
り
の
塔
→
平
和
の
礎
→
平
和
祈
念
資
料
館
→ 

国
際
通
り
→
恩
納
村
泊 

●
第
三
日 

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
体
験
（
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
ま
た
は 

ビ
ー
チ
・
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
）
→
お
き
な
わ
ワ
ー
ル
ド
（
玉 

泉
洞
・
エ
イ
サ
ー
見
学
）
→
恩
納
村
泊 

●
第
四
日 

道
の
駅
嘉
手
納
（
嘉
手
納
基
地
遠
望
）
→
那
覇
空
港
→

羽
田
空
港
→
那
須
高
原
Ｓ
Ａ
に
て
解
団
式 

修
学
旅
行 

二
学
年 



  

一
回
戦 

 
 

須
賀
川
桐
陽 

０
１
４
４
２ 

11 
長 

 
 

沼 

１
０
０
０
０ 

1 

（
５
回
コ
ー
ル
ド
） 

（
桐
陽
）
渡
邉
・
佐
藤
寛
・ 

佐
藤
雄
―
吉
田
英
・
田
口 

（
長
沼
）
佐
藤
―
小
板
橋
翔 

 

本
塁
打 

明
石
田
（
桐
） 

三
塁
打 

明
石
田
・
渡
邉
・
三
瓶
（
桐
） 

二
塁
打 

佐
藤
（
長
） 

中
野
目
・
三
瓶
（
桐
） 

 

敗
者
復
活
二
回
戦 

 
 

長 
 
 

沼 

０
０
０
０
０ 

0  

白 
 
 

河 

０
１
９
０×

 
 

11 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

（
５
回
コ
ー
ル
ド
） 

 

（
長
沼
）
佐
藤
―
小
板
橋
翔 

（
白
河
）
菊
地
・
奥
山
―
松
本
・
金
澤 

本
塁
打 

小
司
（
白
） 

三
塁
打 

菊
地
（
白
） 

二
塁
打 

津
田
・
芳
賀
翔
（
白
） 

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部 

福
島
県
南
高
等
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
競
技
一
年
生
大
会 

一
回
戦 

長
沼 

１
対
17 

郡
山 

 

交
流
戦 

長
沼 

４
対
14 

須
賀
川
・
安
積
黎
明 

 

福
島
県
高
等
学
校
新
人
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会 

一
回
戦 

長
沼 

８
対
35 

日
大
東
北 

 

敗
者
戦 

長
沼 

２
対
34 

尚
志 

 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 

県
南
総
合
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会 

男
子 長

沼 

０
対
２ 

清
陵
情
報 

 

 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
生
徒
が
数
多
く
い
ま

す
。
参
加
し
た
生
徒
の
皆
さ
ん
に
感
想
を
聞
き
ま
し
た
の
で
、
一
部 

を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

〇
シ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
（
六
月
一
日 

他
） 

１
Ｂ 

松
谷
楓 

３
Ａ 

髙
崎
マ
リ
ヤ 

３
Ｂ
圓
谷
琴
美 

〇
サ
マ
ー
シ
ョ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
夏
季
休
業
期
間
） 

１
Ａ 

加
藤
葵 

関
根
加
奈
恵
（
特
養
老
人
ホ
ー
ム
エ
ル
ピ
ス
） 

２
Ｂ 

石
井
克
佳
（
長
沼
ホ
ー
ム
） 

２
Ｂ 

柳
沼
勇
太
（
南
東
北
春
日
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
） 

２
Ｂ 

本
間
拓
海
（
長
沼
東
保
育
所
） 

〇
長
沼
ホ
ー
ム
納
涼
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
八
月
六
日
） 

 
 

３
Ａ 

有
我
駿
平 

熊
田
敦
也 

渡
辺
柚
花 

 

３
Ｂ 

佐
藤
沙
耶 

橋
本
き
ら
り 

吉
田
妃
里 

渡
辺
小
百
合 

〇
赤
い
羽
根
共
同
募
金
（
十
月
一
日
） 

 
 

３
Ａ 

熊
田
敦
也 

髙
崎
マ
リ
ヤ 

３
Ｂ 

佐
藤
沙
耶 

圓
谷
琴
美 

橋
本
き
ら
り 

吉
田
妃
里 

渡
辺
小
百
合 

〇
須
賀
川
支
援
学
校
「
秋
桜
祭
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
十
月
二
十
八
日
） 

３
Ｂ 

佐
藤
沙
耶 

圓
谷
琴
美 

 

 

▶
ボ
ー
タ
ン
か
ら
募
金
を 

受
け
取
り
ま
し
た
。 

 
 

▶
認
定
証
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

野
球
部 

秋
季
東
北
地
区
高
校
野
球
福
島
県
大
会
県
南
支
部
大
会 
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１２月（師走）行事予定 
～５日（火）期末考査 

５日（火）全校集会・第２回いじめアンケート 

６日（水）スーツ着こなし講座（３年） 

１１日（月）音楽祭練習（40 分×7 校時授業、～１９日（火）） 

１２日（火）第２回創立・独立記念事業実行委員会 

２０日（水）音楽祭 

２１日（木）終業式 

２２日（金）冬季休業（～１月１１日） 
 

テ
ニ
ス
部 

福
島
県
高
等
学
校
新
人
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会 

県
南
地
区
大
会 

男
子
団
体
戦 

本
選 

長
沼 

０
対
５ 

清
陵
情
報 

男
子
団
体
戦 

順
位
決
定
戦 

長
沼 

２
対
３ 

田
村 

 

長
沼 

３
対
１ 

白
河
実
業 

 

女
子
団
体
戦 

 
 

長
沼 

１
対
２ 

清
陵
情
報 

 
 

長
沼 

２
対
１ 

田
村 

個
人
戦 

増
子
大
夢 

 

ベ
ス
ト
16 

海
村
俊 

 
 

３
回
戦
進
出 

三
島
木
佑
依 

３
回
戦
進
出 

野
尻
実
希 

 

３
回
戦
進
出 

石
川
崇
正 

 

２
回
戦
進
出 

福
島
県
高
等
学
校
新
人
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会 

男
子
団
体
戦 

長
沼 

２
対
３ 

相
馬 

女
子
団
体
戦 

長
沼 

０
対
３ 

相
馬
東 

個
人
戦 
増
子
大
夢 

１
回
戦
出
場 

 

卓
球
部 

福
島
県
卓
球
選
手
権
大
会
県
南
地
区
予
選 

 

男
子
ダ
ブ
ル
ス 

 
廣
瀬
・
服
部 

１
回
戦
出
場 

 

女
子
ダ
ブ
ル
ス 

 

服
部
・
半
澤 

２
回
戦
出
場 

男
子
シ
ン
グ
ル
ス 

廣
瀬
・
開
登 

１
回
戦
出
場 

 
 
 
 
 
 
 
 

和
泉
直
男
樹 
１
回
戦
出
場 

 
 
 
 
 
 
 
 

服
部 

心
楓 
１
回
戦
出
場 

女
子
シ
ン
グ
ル
ス 

服
部 

心
吏 

１
回
戦
出
場 

 
 
 
 
 
 
 
 

半
澤 

 

彩 

１
回
戦
出
場 

福
島
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会 

卓
球
競
技
県
南
地
区
大
会 

男
子
団
体
戦 

12
位 

男
子
ダ
ブ
ル
ス 

 

廣
瀬
・
和
泉 

１
回
戦
出
場 

女
子
ダ
ブ
ル
ス 

 

服
部
・
半
澤 

１
回
戦
出
場 

男
子
シ
ン
グ
ル
ス 

廣
瀬 

開
登 

１
回
戦
出
場 

 
 
 
 
 
 
 
 

和
泉
直
男
樹 

１
回
戦
出
場 

 
 
 
 
 
 
 
 

服
部 

心
楓 

１
回
戦
出
場 

女
子
シ
ン
グ
ル
ス 

服
部 

心
吏 

予
選
出
場 

 
 
 
 
 
 
 
 

半
澤 

 

彩 

予
選
出
場 

 

十
一
月
八
日
（
水
）
の
Ｌ
Ｈ
Ｒ
の

時
間
に
三
学
年
が
美
化
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
毎
年
こ
の
時
期
に
行
っ
て

き
た
活
動
で
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
込

め
な
が
ら
学
校
周
辺
道
路
の
ゴ
ミ
拾

い
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
道
路
下
の

水
路
ま
で
降
り
て
拾
っ
た
り
し
て
、

一
時
間
の
活
動
で
し
た
が
か
な
り
の

量
が
集
ま 

り
ま
し
た
。 

天
気
も
よ 

く
皆
の
顔 

は
晴
れ
や 

か
で
し
た
。 

 

 

昨年同様アスクでの募金活動でしたが、小さい子
どもからお年寄りまで数多くの方々が来てくだ
さり嬉しく思いました。地域の方々との触れ合い
も感じられ、今年も参加できて良かったと思いま
した。（３Ｂ 佐藤沙耶） 
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